源氏物語 

末 摘お 



紫 m 咅 

與謝野 晶子 訳 



わぎもこ 

皮 ごろ も 上に 着 たれば 我 妹 子 は 聞く こ 

とのみ な 身に 沁ま ぬらし (晶子) 

源氏の 君の 夕顔 を 失った 悲しみ は、 月が たち 年が 変 

わっても 忘れる ことができなかった。 左大臣 家に いる 

ぎ じょ 

夫人 も、 六条の 貴女 も 強い 思い上がりと 源氏の 他の 愛 

人 を 寛大に 許す ことので きない 気む ず か しさが あって、 

扱いに くいこと によっても、 源氏 は あの 気楽な 自由な 

気持ち を 与えて くれた 恋人ば かりが 追慕 される ので あ 

る。 どうかして たいそうな 身分の ない 女で、 可憐で、 



であった。 多情な 若い 女で あつたが、 源氏 も 宮中の 

とのい どころ 

宿直 所では 女房の ようにして 使って いた。 左衛 門の 乳 

ちく ぜんの かみ 

母 は 今 は 筑前守 と 結婚して いて、 九州へ 行って しまつ 

たので、 父で ある 兵 部 大輔の 家 を 実家と して 女官 を 勤 

めて いるので ある。 常 陸の 太守であった 親王 (兵 部大 

輔は その 息で ある) が 年 をお とリ になって からお 持ち 

になった 姫君が 孤児に なって 残って いる こと を 何 かの 

ついでに 命婦が 源氏へ 話した。 気の毒な 気がして 源氏 

は 詳しく その 人の こと を 尋ねた。 

ごき リ よう 

「どんな 性質で いら つ しゃる とか 御 容貌の ことと か、 

私 はよ く 知らないので ございます。 内気な おとなしい 



「琴の 声が 聞かせて いただけましたら と 思うよう な 夜 

分で ございま すから、 部屋 を 出て まいりました。 私 は 

こちらへ 寄せて いただいて いましても、 いつも 時間が 

少なくて、 伺わせて いただく 間の ない のが 残念で なり 

ません」 

と 一一 一一 n うと、 

「あなたの ような 批評家が いて は 手が 出せない。 御所 

に 出て いる 人な どに 聞いて もらえる 芸な ものです か」 

こう 言いながら も、 すぐに 女王が 琴 を 持って来させ 

るの を 見る と、 命婦 がかえ つて はっとした。 源氏の 聞 

つまおと 

いている こと を 思う からで ある。 女王 は ほのかな 爪音 



人の 音楽 を 長く 源氏に 聞かせて おく こと は 女王の 損に 

なると 思った。 

「雲が 出て 月が 見えない がちの 晚 でございます わね。 

今夜 私の ほうへ 訪問して くださる お 約束の 方が ござい 

ましたから、 私が おりません とわ ざと 避けた ように も 

当たり ますから、 また ゆるり と 聞かせて いただきます _ 

お 格子 をお ろして 行きましょう」 

命 婦は琴 を 長く 弾かせないで 部屋へ 帰った。 

「あれ だけで は 聞かせても らいがい もない。 どの 程度 

の 名手な のか わからなくて つまらない」 

源氏 は 女王に 好感 を 持つ らしく 見えた。 



r 何 を 言 うの だね。 品行方正な 人間で も 言 うように。 

うわき 

これ を 浮気 と 言 つたら、 君の 恋愛 生活 は 何な の だ」 

多情な 女 だと 源氏が 決めて いて、 おりおり こんな こ 

と を 面と 向か つ て 言われる の を 命婦は 恥ずかしく 思つ 

て 何とも 言わなかった。 

女 暮らしの 家の 座敷 の 物音 を 聞き たいように 思って 

源氏 は 静かに 庭へ 出た ので ある。 大部分 は 朽ちて し 

すいかき 

まった あとの 少し 残った 透 垣のから だが 隠せる ほどの 

蔭へ 源氏が 寄って 行く と、 そこに 以前から 立って いた 

男が ある。 だれであろう 女王に 恋をする 好色 男が ある 

の だと 思って、 暗い ほうへ 隠れて 立って いた。 初め か 



い、 いくら 自尊心の あるの はよ いもので も、 こんなに 

返事 をよ- J さな い 女に は 反感が 起- J るな どと 思 つてい 

らいら とする のだった。 仲の よい 友 だち であった から 

頭 中将 は 隠し立て もせずに その 話 を 源氏に する ので あ 

る。 

「常 陸の 宮の 返事が 来ます か、 私 もちよつ とした 手紙 

を やった の だけれ ど 何にも 言って 来ない。 侮辱され た 

形です ね」 

自分の 想像した とおり だ、 頭 中将 はもう 手紙 を 送つ 

ている の だと 思う と 源氏 はお かしかった。 

「返事 を 格別 見たい と 思わない 女 だからで すか、 来た 



父宫 の- J とな ど を 言 い 出して、 女王 は 命婦と いて 泣い 

たりして いた。 源氏に 訪ねて 来させる のによ いおりで 

あると 思った 命婦 のしら せが 行った か、 この 春の よう 

のぼ 

に そっと 源氏が 出て 来た。 その 時分に なって 昇った 月 

の 光が、 古い 庭 をい つそう 荒涼たる ものに 見せる の を 

寂し い 気持ちで 女王が ながめて い ると 命婦が 勧め て 琴 

を 弾かせた。 まずく はない、 もう 少し 近代的の 光沢が 

添ったら いいだろう などと、 ひそかな こと を 企てて 心 

の 落ち着かぬ 命婦は 思って いた。 人の あまりい ない 家 

であった から 源氏 は 気楽に 中へ はい つ て 命婦を 呼ばせ 

た。 命婦は はじめて 知って 驚く という ふうに 見せて、 



い 女よりも、 気の 抜けた ほどお おような こんな 人の ほ 

うが 感じが よいと 思って いたが、 襖 子の 向こうで、 女 

房た ちに 勧められて 少し 座 を 進めた 時に、 かすかな 

衣 被 香のに おいが したので、 自分の 想像 はまちが つて 

いなかつ たと 思い、 長い間 思い 続けた 恋であった こと 

じょ-つず 

など を 上手に 話しても、 手紙の 返事 をし ない 人から は 

また 口ずからの 返辞 を 受け取る ことができ なか つ た。 

「どう すれば いいのです」 

た んそく 

と 源氏 は 歎息した。 

たび しじ ま い 

「いく そ 度 君が 沈黙に 負けぬ らん 物な 云 ひそと 云 は 



ぬ 頼みに 

言いき つ てくだ さいません か。 私の 恋 を 受けて くだ 

さるの か、 受けて くださら ないか を」 

女王の 乳母の 娘で 侍従と いう 気さくな 若い 女房が 、 

見 かねて、 女王の そばへ 寄って 女王ら しくして 言った。 

鐘つ き てと ぢ めん ， J と はさす が にて 答へ まう きぞ 

かつ は あやなき 

若々 しい 声で、 重々 しく ものの 言えない 人が 代人で 



うち はこん な ふうで ある 女が よい、 独身で 長く 大事が 

られ てきた 女 はこん な もので あろうと 酌 量して 思い 

ながら も、 手探りに 知った 女の 様子に 腑に 落ちぬ とこ 

「-- 

ろ も あるよう だった。 愛情が 新しく 湧いて くるよう な 

たんそく 

こと は 少しもなかった。 歎息しながら まだ 暁 方に 帰ろ 

うと 源氏 はした。 命婦 はどうな つた かと 一 夜 じゅう 心 

配で 眠れなくて、 この 時の 物音 も 知ってい たが、 黙つ 

ている ほうがよ いと 思って、 「お送りいた しましょう」 

と 挨拶の 声 も 立てなかった。 源氏 は 静かに 門 を 出て 

行った ので ある。 

またね 

二 条の院 へ 帰って、 源氏 は 又 寝 をしながら、 何事 も 



失望して 源氏 は 手紙 を 手から 捨てた。 今夜 自分の 行 

はんもん 

かない ことで 女 は さぞ 煩悶 をして いるであろう とそん 

な 情景 を 心に 描いて みる 源氏 も 煩悶 はして いるの だ つ 

た。 けれども 今 さらし かたのな いこと である、 いつま 

でも 捨てずに 愛して やろうと、 源氏 は 結論と してこう 

思った ので あるが、 それ を 知らない 常 陸の 宮家の 人々 

はだれ も だれも 暗い 気持ちから 救われなかった。 

夜に な つ てから 退出す る 左大臣に 伴われて 源氏 は そ 

.? ん だち 

の 家へ 行った。 行幸の 日 を 楽しみにして、 若い 公達が 

集まる とその 話が 出る。 舞曲の 勉強 をす るの が 仕事の 

ようにな つていた ころであった から、 どこの 家で も 楽 



「とても 忙しい の だよ。 恨む の は 無理 だ」 

たんそく 

歎息 をして、 それから、 

r マ j ちらが どう 思 つ て も 感受性の 乏し い 人 だからね。 

懲らそう とも 思 つ て」 

こう 言って 源氏 は 微笑 を 見せた。 若い 美しい この 源 

えがお 

氏の 顔 を 見て いると、 命婦も 自身まで が 笑顔に なって 

いく 気がした。 だれから も 恋の 恨み を 負わされる 青春 

わがまま 

を 持って いらっしゃ るの だ、 女に 同情が 薄くて 我儘 を 

する の も 道理な の だと 思った。 この 行幸 準備 の 用が 少 

なくなつ てから 時々 源氏 は 常 陸の 宫へ 通った。 そのう 

ち 若紫 を 二 条の院 へ 迎えた のであった から、 源氏 は 小 



くし 

も 古風に 髪 を 櫛で 後ろへ 押えた 額の か つ こうな ど を 見 

ないきよ う ぼ う 

ると、 内教坊 (宮中の 神前 奉仕の 女房が 音楽の 練習 を 

ないし どころ 

している 所) や 内侍 所では こんな かっこう をした 者が 

いると 思えて 源氏 はお かしかった。 こんな ふう を 人間 

に 仕える 女房 もして いるものと はこれ まで 源氏 は 知ら 

なんだ。 

あ 

「まあ 寒い 年。 長生き をして いると こんな 冬に も 逢い 

ますよ」 

そう 言つ て 泣く 者 も ある。 

うち 

「宮様が おいでになった 時代に、 なぜ 私 は 心細い お 家 

だな どと 思った のだろう。 その 時よりも また どれ だけ 



ある。 悪感 を 覚えた 源氏が、 女の手 紙の 上へ 無駄 書き 

をす るよう にして 書いて いるの を 命婦が 横目で 見て い 

ると、 

すゑつ むはな そで 

なつかしき 色 ともなし に 何に この 末 摘 花 を 袖に 触 

れ けん 

色 濃き 花と 見し かど も、 とも 読まれた。 花と いう 字 

にわけ が ありそう だと、 月の さし 込んだ 夜な どに 時々 

見た 女王の 顔 を 命婦は 思い出して、 源氏の いたずら 書 

きを ひどい と 思いながら もしまい に はお かしくな つた- 



ごろち 

「くれな ゐの ひとはな 衣 うすくと も ひたすら 朽た 

す 名 をし 立てず ば 

その 我慢 も 人生の 勤めで ございま すよ」 

理解が あるら しく こんな こと を 言って いる 命婦 もた 

いした 女で はない が、 せめて これ だけの 才分で も あの 

人に あれば よかった と 源氏 は 残念な 気がした。 身分が 

身分で ある、 自分から 捨てられた というよ うな 気の毒 

な 名 は 立てさせた くないと 思う のが 源氏の 真意 だ つ た _ 

ここへ 伺候して 来る 人の 足音が したので、 



贈られた 衣 箱の 中の 物が すべて そのまま 用いられ てい 

るからで あると は 源氏の 気づかない ところで あつ た。 

うちぎ 

よい 模様で あると 思 つた 桂 にだけ は 見覚えの ある 気 

がした。 

「春に なった のです からね。 今日は 声 も 少しお 聞かせ 

■ フぐレ 寸 

なさい よ、 鶯ょリ も 何よりも それが 待ち遠しかった 

のです よ」 

ももちどり さ へ づ 

と言うと、 「さへ づる春 は」 (百千鳥 囀る 春 は 物 ごと 

, や ゆ 

に 改まれ ども われ ぞ 古り 行く) とだけ を やっと 小声で 

言った。 

「ありがとう。 二 年越しに やっと 報いられた」 



「私が こんな 不具者に なったら どうだろう」 

と 一一 一一 n うと、 

「いやで しょうね」 

と 言って、 しみ 込んで しまわな いかと 紫の 君 は 心配 

ふ まね 

していた。 源氏 は 拭く 真似 だけ をして 見せて、 

「どうしても 白くなら ない。 ばかな こと をし ましたね 

陛下 はどうお つ しゃる だろう」 

まじめな 顔 をして 言う と、 かわいそうで ならない よ 

すず リ だんし 

うに 同情して、 そばへ 寄って 硯の 水入れの 水 を檀紙 

にし ませて、 若紫が 鼻の 紅 を 拭く。 

一 I 仲 の 話の ように 墨なん か を この 上に 塗って はい 



けません よ。 赤い ほう はま だ 我慢が できる」 

こんな こと をして ふざけて いる 一 一人 は 若々 しく 美し 

ヽ o 

レ 

初春ら しく 霞 を 帯びた 空の 下に、 いつ 花 を 咲かせ 

るの かと たよりなく 思われる 木の 多い 中に、 梅 だけが 

美しく 花 を 持って いて 特別な すぐれた 木の ように 思わ 

れ たが、 緑の 階 隠しの そばの 紅梅 はこと に 早く 咲く 木 

まっか 

であった から、 枝が もう 真 赤に 見えた。 

うと たちえ 

くれな ゐ の花ぞ あやなく 疎まる る 梅の 立 枝 はなつ 

かし けれど 



たんそく 

そんな こと を だれが 予期しょう ぞと 源氏 は 歎息した。 

末 摘 花、 若紫、 こんな 人た ち は それから どうな つた か。 

(訳注) この 巻 は 「若紫」 の 巻と 同年の 一月 か 

ら 始ま つてい る。 
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